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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対称軸を有する外側マウントリングと、前記外側マウントリングと同軸に配置された内
側マウントリングであって、前記対称軸に対して垂直に配置された１又は２つの端面を有
する内側マウントリングと、前記内側マウントリングを前記外側マウントリングに接続す
る接続構造とを備えた強化レンズマウントにおいて、
　１又は２つの強化リングが前記内側マウントリングと同軸に配置され、
　前記１又は２つの強化リングが、それぞれの場合に仮想円に沿って個々の端面のうちの
１つを介してそれぞれの場合で前記内側マウントリングに固定して接続され、
　少なくとも１つの前記強化リングが、前記内側マウントリングに搭載されたレンズの周
面を超えて延在し、前記外側マウントリングと部分的に重なり、
　半径方向の或る厚さを有する前記１又は２つの強化リングが、半径方向の或る厚さを有
する前記内側マウントリングよりも大きい半径方向の寸法を有する、強化レンズマウント
。
【請求項２】
　前記１又は２つの端面が、それぞれの場合に前記１又は２つの強化リングへの接続のた
めに十分となるように限られた大きさの半径方向の寸法を有し、それによりそれぞれの場
合に接続によって前記１又は２つの強化リングだけが前記内側マウントリングに接触する
、請求項１に記載の強化レンズマウント。
【請求項３】
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　前記１又は２つの強化リングがそれぞれの場合に、個々のリング又はリングスタックに
より構成される、請求項２に記載の強化レンズマウント。
【請求項４】
　前記レンズマウントがまさに２つの強化リングを有し、前記２つの強化リングがそれぞ
れの場合に前記内側マウントリングに接続される際に沿う前記仮想円が同一の半径を有す
る、請求項１に記載の強化レンズマウント。
【請求項５】
　前記１又は２つの強化リングがそれぞれの場合に、個々のリング又はリングスタックに
より構成される、請求項４に記載の強化レンズマウント。
【請求項６】
　前記２つの強化リングが、対向する側で前記内側マウントリングの断面二次モーメント
に対して同じように寄与するように、寸法決めされ配置される、請求項４に記載の強化レ
ンズマウント。
【請求項７】
　前記１又は２つの強化リングがそれぞれの場合に、個々のリング又はリングスタックに
より構成される、請求項１に記載の強化レンズマウント。
【請求項８】
　前記２つの強化リングが、対向する側で前記内側マウントリングの断面二次モーメント
に対して同じように寄与するように、寸法決めされ配置される、請求項７に記載の強化レ
ンズマウント。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　レンズマウントは基本的に、接合群（cemented groups）とも呼ばれる互いに結合され
た複数のレンズ又は個々の光学レンズ（以下では単にレンズと呼ぶ）を、レンズ装置内で
正確に設置された及び／又は調節された位置に、すなわち、互いに対する所定の間隔及び
向きで正確に保持するために使用される。これ以外に、結像品質のための高い要件を有す
るレンズ装置にとって、レンズが、環境に対して安定するように及び可能な限り変形が無
く残留応力の無いように設けられることと、搭載レンズを含むレンズマウントが高い固有
周波数を有することが重要である。
【０００２】
　レンズマウントにおいて生じる応力と、対応的に搭載レンズに作用する力には多様な理
由がある。
【０００３】
　実際に作用する理由と、効果が許容できるか改善されねばならないかの問題は、使用条
件と搭載レンズの結像品質の要件に依存する。
【０００４】
　従来技術から公知の多数のレンズマウントでは、マウントの材料と光学素子の材料の異
なる熱膨張率によって生じる熱応力が補償されなければならない。マウントリングとレン
ズの間又はレンズが保持される外側マウントリングと内側マウントリングの間で生じる熱
応力は基本的に、半径方向に作用する力によって引き起こされる。レンズへの力の入力を
削除又は最小化するため、マウントリングとレンズの間又は外側マウントリングと内側マ
ウントリングの間の継手（ジョイント）、一般に３つの継手を、それらが変形による膨張
の差を補償できるように構成することが知られている。この目的のため、例えば特許文献
１から知られているように、継手は半径方向に柔らかく構成される。ラジアル平面内の例
えば衝撃荷重によるダイナミック力の成分の伝達が、半径方向に柔らかく構成された継手
を介して軽減される。特に軸方向力に対して共通に必要とされる高い剛性の場合には、随
伴する低い機械的曲げ強度に関して下方限界もある。これは、どんな場合であれ、変形に
より生じる反力がレンズに又は場合によっては内側マウントリングに比例的に作用するか
らである。その場合でも、外側マウントリングと内側マウントリングが一体式構造で製造
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できないことも不都合である。
【０００５】
　やはり従来技術から公知なのは、外周面を介してマウントリングに入った非対称に作用
するダイナミック力、特にラジアル平面に作用する力成分又は回転可能に非対称に半径方
向に作用する熱応力が、吸収され、レンズに伝わらないように、レンズが保持されたマウ
ントリングが具体的に構成されたレンズマウントである。この目的のために、特許文献２
から公知のレンズマウントでは、弾性セグメントが内周面に形成される。当該弾性セグメ
ントは、レンズに形成された環状溝の中に半径方向に延在する。外側マウントリングと内
側マウントリングの間の前述の継手と、内側マウントリングの特有の構成との効果が加わ
って、熱により誘起される反力がレンズにほとんど伝わらないように、このマウントリン
グはレンズマウントの内側マウントリングであってもよい。
【０００６】
　レンズマウントにおいて応力が生じる別の理由は調節ユニットの作動であろう。調節ユ
ニットにより、レンズマウントが外側マウントリングと内側マウントリングに分割される
とき、レンズが保持された内側マウントリングが、外側マウントリングに対してラジアル
平面内で調節される。この場合、少なくとも略並進運動を生じさせるために、非対称に作
用するラジアル力（以下では、ラジアル力）又は少なくともラジアル平面内で片側だけ作
用する力が、内側マウントリングに故意に導入される。
【０００７】
　レンズマウントが調節ユニットの作用方向において半径方向に固く、調節ユニットに沿
って並進運動がそれぞれの場合に内側マウントリングに導入されるというソリューション
がある。これは、調節ユニットが、それにより外側マウントリングと内側マウントリング
の間の継ぎ手のうちの１つの構成部品として半径方向に向けられるウェブに又は内側マウ
ントリングに直接作用する場合である。この例は特許文献３に開示されている。
【０００８】
　これに代えて、レンズマウントはまた調節ユニットの作用方向において半径方向に柔ら
かくてもよい。調節ユニットに沿って並進運動がそれぞれの場合に内側マウントリングに
導入される。調節ユニットは対応的に半径方向に柔らかい継手に作用し、それにより導入
された調節経路が、段階的に（stepped-down）、それゆえより敏感に内側マウントリング
に伝達される。この例は特許文献４に開示されている。
【０００９】
　調節可能なレンズマウントの両方のケースで、内側マウントリングに作用する調節力又
はこれら調節力の一部が、別な調節ユニット又は継手により形成される接合部（abutment
s）での反力に依存して内側マウントリングに導入される。
【００１０】
　前述した全てのケースで、内側マウントリングに導入されるラジアル力は、それらが調
節力であるか反力であるかにかかわらず、内側マウントリングの変形を生じさせ、それゆ
えレンズのかなりの変形をもたらし得る。数ナノメートルの範囲内の変形でさえ、結像品
質に耐えられない損傷をもたらすかなりの変形をもたらす。
【００１１】
　構造に関して、レンズの変形を少なくとも減少させるための最も簡単な方法は、レンズ
マウントを半径方向に非常に頑丈になるように構成することで、かなりの変形としてレン
ズに伝わりうる変形を生じさせないことである。しかしながら、これは、搭載レンズの小
さい取り付けスペース、材料の経済的な使用、軽量構造及び高い固有周波数に対する要求
と相反する。
【００１２】
　上で引用した特許文献３に従う一体式光学マウント（モノリシック光学マウント）では
、搭載レンズが連絡する内周面は実質的に変形しないように、内側マウントリングが半径
方向に十分に厚く構成される。幾何学的に厳密に考えると、厚さは、（前記引用文献では
フットピースと呼ばれる）半径方向ウェブの長さよりわずかに大きい寸法に減少されても
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よく、それにより材料とは別に、取り付けスペースが半径方向に節約される。
【００１３】
　特許文献５は、外側マウントリング（そこではベース素子と呼ぶ）と、ベース素子の周
囲の上に分配されて半径方向に可動に配置された多数の接触素子とを有する光学素子用の
保持装置を開示している。接触素子は、少なくとも１つの接続装置を介してベース素子の
周方向に互いに接続され、それにより接触素子に作用するラジアル力が互いに結合される
。このようにして、接触素子にて光学素子に作用する接触力間の差と変動が均一化される
。接触素子は有利には、レンズをレンズマウントに設置した後、レンズと接触素子の間の
接着層の剥離応力に対抗する強化リングを介して、接続されてもよい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】ＤＥ１０２００６０６００８８Ａ１
【特許文献２】ＥＰ１０９４３４８Ｂ１
【特許文献３】ＤＥ１０２００８０６３２２３Ｂ３
【特許文献４】ＤＥ１０２００７０３０５７９Ａ１
【特許文献５】ＤＥ１０２００６０３８６３４Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明の課題は、外側から内側マウントリングに作用するラジアル力が内側マウントリ
ングの内周面の変形をもたらさない、外側マウントリング及び内側マウントリングを有す
るレンズマウントを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　外側マウントリングと、外側マウントリングと同軸に配置されて対称軸と垂直に配置さ
れた少なくとも１つの端面を有する内側マウントリングと、内側マウントリングを外側マ
ウントリングに接続する接続構造とを備えたレンズマウントにおいて、上述した課題は、
少なくとも１つの強化リングが内側マウントリングと同軸に配置され、少なくとも１つの
強化リングが、仮想円に沿って少なくとも１つの端面を介して内側マウントリングに固定
して接続される点で解決される。
【００１７】
　少なくとも１つの端面は有利には、少なくとも１つの強化リングへの接続のために十分
となるように限られた大きさの半径方向の伸長を有し、それにより接続を介して少なくと
も１つの強化リングだけが内側マウントリングに接触する。
【００１８】
　内側マウントリングの補強・強化は、レンズマウントがまさに２つの強化リングを有す
ることでさらに改良できる。
【００１９】
　強化リングがそれぞれの場合に内側マウントリングに接続される際に沿う仮想円が同一
の半径を有すると有利である。
【００２０】
　レンズマウントの１又は複数の強化リングがそれぞれの場合に、個々のリングとして構
成されてもよく、又は、リングスタック、すなわち次々に積み重ねられた多数の個々のリ
ング若しくは材料層により形成されてもよい。
【００２１】
　場合により２つの強化リングが、（２つの）対向する側で内側マウントリングの断面二
次モーメントに対して同じように寄与するように、寸法決めされて配置されると有利であ
る。
【００２２】
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　以下では、本発明を実施例と図面に関連してより完全に記載する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１ａ】レンズマウントの第１構造の断面図である。
【図１ｂ】図１ａに従うレンズマウントの平面図である。
【図２ａ】レンズマウントの第２構造の断面図である。
【図２ｂ】図２ａに従うレンズマウントの平面図である。
【図３ａ】レンズマウントの第３構造の断面図である。
【図３ｂ】図３ａに従うレンズマウントの平面図である。
【図４】レンズマウントの第４構造の断面図である。
【図５】レンズマウントの第５構造の断面図である。
【図６】レンズマウントの第６構造の断面図である。
【図７】レンズマウントの第７構造の断面図である。
【図８】レンズマウントの第８構造の断面図である。
【図９】レンズマウントの第９構造の断面図である。
【図１０】レンズマウントの第１０構造の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明に従うレンズマウントは、外側マウントリング１、内側マウントリング２、少な
くとも１つの強化リング５、及び、外側マウントリング１と内側マウントリング２の間の
少なくとも２つの接続構造によって実質的に形成されている。外側マウントリング１、内
側マウントリング２及び少なくとも１つの強化リング５は、対称軸０に対して互いに同軸
に配置される。レンズＬが内側マウントリング２に設置できる。
【００２５】
　接続構造３に加えて、レンズマウントは、外側マウントリング１内に支持された調節ユ
ニットであって、内側マウントリング２と直接又は接続構造３を介して間接的に接触する
調節ユニット４を有してもよい。
【００２６】
　レンズマウントは有利には、材料凹部を介して外側マウントリング１、内側マウントリ
ング２及び少なくとも２つの接続構造３に分割された環状体により形成される。
【００２７】
　本発明にとって重要なことは、外周面の外径と内周面２．２の内径の差により決定され
る内側マウントリング２の厚さが、内側マウントリング２の曲げ強度に対する要求とは無
関係に、特にラジアル荷重に対して選択できることである。外周面が円筒側面に対応しな
い場合、外径はなるべく大きい内円のことを指す。例えば、外周面が八角形のプリズムの
（多面的な）周面である場合、プリズム周面を形成する８の側面がこの最大の可能な内円
に正接で接触する。
【００２８】
　他の技術的又は構造的観点に従うその曲げ強度のための要求とは無関係に内側マウント
リング２の厚さｄ２を選択するこのオプションは、内側マウントリング２を用いた１又は
２の強化リング５の組み立てから生じる。
【００２９】
　１又は２の強化リング５は、端面を介して、場合によっては対称軸０と垂直に配置され
た２つの反対側の端面２．１を介して、それぞれの場合に対称軸０の周りの仮想円Ｋに沿
って内側マウントリング２に固定して接続される。
【００３０】
　強化リング５に関する以下の記載は、適用可能なところで、両方の強化リング５に当て
はまる。レンズマウントの強化リング５は同一に構成される必要はない。
【００３１】
　内側マウントリング２と強化リング５との接続部は好ましくは、好ましくは多数のねじ
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により作られた取り外し可能な接続部である。取り外し可能な接続部のために、特に接着
接合又は半田接合が考えられる。
【００３２】
　強化リング５は、強化リング５が最大の可能な半径方向の曲げ強度を有するようになる
べく厚く構成されている。外側マウントリング１及び内側マウントリング２の幾何学的構
成及び寸法に依存して、強化リング５は外側マウントリング１及び／又は内側マウントリ
ング２を部分的に又は完全に覆い、有利な態様で大きい半径方向の伸長（強化リング５の
厚さｄ５）を達成する。強化リング５は、円Ｋに沿って内側マウントリング２を補強し、
それにより内側マウントリング２はこの円Ｋ内で変形できない。
【００３３】
　２つの強化リング５を備えたレンズマウントでは、それぞれの円Ｋは有利には同一の半
径を有するが、同一の半径を有する必要はない。円Ｋに沿う内側マウントリング２の半径
方向の補強のために、ラジアル力が内側マウントリング２の外周面に沿って作用するとき
、その力は内周面２．２には伝達されず、むしろ強化リング５により吸収される。
【００３４】
　強化リング５は有利には、それが半径方向に最大の可能な剛性を有し、それにより内側
マウントリング２の変形が円Ｋ内で防がれるように、配置及び構成される。その幅ｂ５に
おいて、すなわちその軸方向伸長において、強化リング５はなるべく狭く構成される。ビ
ーム経路がこの方法で制限されない場合、強化リング５は、内側マウントリング２に搭載
されたレンズＬの周面を超えて延在することができる。
【００３５】
　十分大きい半径方向伸長、ゆえに剛性が空間的制限のために強化リング５によって可能
でない場合、より幅の広い強化リング５が使用される。幅広の強化リング５は有利にはリ
ングスタック（リングの積み重ね）によって形成されてもよい。これは、半径方向に比較
的強固なばね接続であって、同じ厚さの単体の（一体式の）強化リング５に比べて他の方
向に柔らかいばね接続をもたらす。
【００３６】
　内側マウントリング２の幾何学構造に依存して、レンズマウントは１つの強化リング５
又は有利には２つの強化リング５を有する。それらは、それぞれの場合に、内側マウント
リング２に形成された端面２．１に接続される。有利には、場合により２つの強化リング
５が、（２つの）対向する側で内側マウントリング２の断面二次モーメントに対して同じ
ように寄与するように、寸法決めされて配置される。
【００３７】
　有利には、強化リング５のために使用される材料は、環状体に使用される材料と同じ材
料であるか、少なくとも同様の熱膨張率を有する別の材料である。理想的には、それは高
い熱伝導率を有する。
【００３８】
　原則として、１又は２つの強化リング５の本発明に従う使用は、従来技術に示された全
ての一般的なレンズマウントとの組み合わせが可能である。それ（使用）は、内側マウン
トリング２に入力されるラジアル力が内側マウントリング２を調節するために非対称に必
要とされる調節可能なレンズマウントと組み合わされると特に有利である。
【００３９】
　その特徴が互いに組み合わせ可能なレンズマウントの様々な構成の選択が図面に示され
ている。
【００４０】
　図１ａ，１ｂは、レンズＬとレンズマウントの間で対称的に作用する熱応力による応力
がセグメント６の偏向によりさらに補償されるように、内側マウントリング２が上で引用
した特許文献２の教示に従い構成されたレンズマウントを示している。セグメント６とそ
の外周面の間の内側マウントリング２の厚さｄ２は、それが円Ｋに沿うねじ接続部７のた
めの十分な場所を提供するように寸法決めされる。
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【００４１】
　強化リング５は円Ｋからセグメント６の近くまで内側に、且つ外側マウントリング１の
端面の上を部分的に外側に延在する。それ（端面）を介してレンズマウントが他のレンズ
マウントに接続でき又はチューブのカラーに接触できる。
【００４２】
　図２ａ，２ｂは、第１実施例に従うレンズマウントに比べて、導入される調節運動が異
なる伝達比で伝達されるように、外側マウントリング１と内側マウントリング２を共に一
体式に接続する接続構造３が構成されたレンズマウントを示す。この場合、内側マウント
リング２の外周面は主に、接続構造３の幾何学形状により決定される。第１実施例とは異
なり、この場合強化リング５は個々のリングにより形成されず、リングスタックにより形
成される。
【００４３】
　図３ａ，３ｂに示される第３実施例では、外側マウントリング１及び内側マウントリン
グ２は、この例ではピンにより実現された接続構造３を介して分離して接続されている。
【００４４】
　図４に示される第４実施例は、レンズマウントが２つの強化リング５を有する点で上で
述べた実施例と異なる。それに沿って、強化リング５がそれぞれの場合に対向する端面で
ねじ接続部７を介して内側マウントリング２に接続されている仮想円Ｋは、異なる半径を
有し、それによりねじ接続部７のためのねじ込み長さは内側マウントリング２の幅ｂ２に
より画定される。より幅の広い内側マウントリング２に対しては、特にそれが内側マウン
トリング２の重心を通るラジアル平面と対称的に構成されるときに、円Ｋが同一の半径を
有すると有利である。従って、２つの強化リング５を締めるためのねじは、図７に示され
るように反対方向に同一の穴にねじ込まれる。
【００４５】
　図５に示される第５実施例では、調節ユニット４が作動した時に強化リング５と外側マ
ウントリング１の間で摩擦が生じないように、内側マウントリング２は、少なくとも強化
リング５が接触する領域において、少なくとも強化リング５が外側マウントリング１に重
なる領域における外側マウントリング１より広くなるように構成される。
【００４６】
　同じ目的で、図６に示される第６実施例の内側マウントリング２は段を付けられている
。端面２．１を画定するこのように形成された上段は非常に狭いが、強化リング５を内側
マウントリング２に接続するねじ接続部７用のねじを受容するために円Ｋに沿って配置さ
れた穴の周りで十分な機械的安定性を依然として与える。これは、内側マウントリング２
が強化リング５と接触するときに介する端面２．１が、強化リング５への接続のために十
分であるように限られた大きさであり、それにより強化リング５が接続部を介してのみ環
状体に接触することを意味する。さらに、内側マウントリング２と強化リング５の間の操
作者の動きの結果として摩擦が生じる内側マウントリング２の表面積はこのようにして最
小化される。
【００４７】
　図５，６に関して説明したように、内側マウントリング２と外側マウントリング１の構
成は２つの強化リング５を有する実施例に移転可能である。
【００４８】
　図７に示される第７実施例では、強化リング５は、それらの外周面に沿って又はそれら
の外周面及び内周面に沿って角度をつけられ（曲げられ）、それで強化リング５はより高
い剛性を実現する。
【００４９】
　図８，９，１０は、初めの３つの実施例と比べて内側マウントリング２の第３の幾何学
的構成を呈する第８、第９、第１０の実施例を示す。初めの３つの実施例におけるレンズ
Ｌの重心と内側マウントリング２の重心が少なくとも互いに近接して位置していたのに対
し、それらは、この場合では大きめの間隔が２つのこのようなレンズマウントの接続によ
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る搭載レンズＬの間で実現できるように、互いからかなり離れて位置している。内側マウ
ントリング２の円錐形の幾何学形状の結果、レンズＬが保持される内周面２．２の半径と
円Ｋの半径の間の差は比較的大きい。この差は有利には、強化リング５の厚さｄ５として
利用される。
【００５０】
　図９，１０に示される第９及び第１０実施例は、それぞれの場合に第１強化リング５と
反対に配置された第２強化リング５により第８実施例と異なる。
【符号の説明】
【００５１】
０　対称軸
１　外側マウントリング
２　内側マウントリング
２．１　端面
２．２　内周面
３　接続構造
４　調節ユニット
５　強化リング
６　セグメント
７　ねじ接続部
Ｋ　円
Ｌ　レンズ
ｄ２　（内側マウントリング２の）厚さ
ｄ５　（強化リング５の）厚さ
ｂ２　（内側マウントリング２の）幅
ｂ５　（強化リング５の）幅
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